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第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、都道府県警察に無償使用させる警察用の国有財産及び国

有物品の取扱いに関する内閣府令（昭和３９年総理府令第１４号。以下「府

令」という。）の規定により山口県警察が無償使用する国有の物品（以下「物

品」という。）の適正かつ効率的な管理を図るため必要な事項を定めるもの

とする。 

第２章 物品の管理の機関 

（管理の機関） 

第２条 警察本部長は、物品を管理するものとする。 

（物品出納員） 

第３条 山口県警察本部（以下「本部」という。）に物品出納員を置く。 

２ 物品出納員は、警務部会計課長の職にある者をもつて充てる。 

３ 物品出納員は、警察本部長の管理する物品の出納、保管（供用（物品をそ

の用途に応じて山口県警察において供用させることをいう。以下同じ。）中

の物品に係る保管を除く。）及び現況に関する事務（出納命令に係る事務を

除く。）を処理する。 

（物品供用員） 

第４条 本部の課、室、所、隊及び警察学校並びに警察署に物品供用員を置く。 

２ 物品供用員は、課においては課長、室においては室長、所においては所長、

隊においては隊長、警察学校においては校長、警察署においては警察署長の

職にある者をもつて充てる。 

３ 物品供用員は、課、室、所、隊、警察学校又は警察署における物品の供用

に関する事務を処理する。 

第３章 関係職員の義務   

（管理の義務） 

第５条 物品の管理に関する事務に従事する職員は、この規則の規定に従うほ



 

 

か、善良な管理者の注意をもつてその事務を行なわなければならない。 

（譲受けの禁止） 

第６条 物品に関する事務に従事する職員は、その取扱いに係る物品を国から

譲り受けてはならない。 

第４章 保管 

（保管） 

第７条 物品出納員は、その保管に係る物品を供用に適する物品、修繕又は改

造を要する物品及び供用することができない物品に区分して整理し、良好な

状態で常に供用又は返還をすることができるように保管しなければならな

い。 

（公用の施設以外の施設における保管） 

第８条 物品出納員又は物品供用員（以下「物品管理職員」という。）は、そ

の保管中又は供用中の物品を公用の施設以外の施設に保管することが適当で

あると認めるときは、その旨を物品保管委託書（別記第１号様式）により警

察本部長に報告しなければならない。 

２ 警察本部長は、前項の報告等により物品を公用の施設以外の施設に保管す

ることが適当であると認めるときは、そのために必要な手続をしなければな

らない。 

（供用不適品等の処理） 

第９条 物品出納員は、その保管中の物品で供用することができないものがあ

ると認めるときは、その旨を供用不適品報告書（別記第２号様式）により警

察本部長に報告しなければならない。 

２ 警察本部長は、前項の規定による報告を受けたときは、すみやかに物品返

還書（別記第３号様式）を作成し、物品管理官にこれを提出するとともに、

当該物品を返還しなければならない。この場合において、物品管理官は、返

還物品受領書（別記第３号様式の２）を警察本部長に交付して当該物品の受

領を明らかにしなければならない。 

３ 物品管理職員は、その保管中又は供用中の物品で修繕又は改造を要するも

のがあると認めるときは、その旨を物品修繕（改造）書（別記第４号様式）

により警察本部長に報告しなければならない。 

４ 警察本部長は、前項の規定による報告を受けたときは、すみやかに府令第

１０条第１項又は第２項に規定する措置を講じなければならない。 

第５章 供用 

（供用） 

第１０条 物品供用員は、供用のため物品の払出しを必要とするときは、警察

本部長に対し、次項の規定による当該物品の払出しの命令を物品供用書（別

記第５号様式）により請求しなければならない。 

２ 警察本部長は、前項の請求等により物品の払出しの必要があると認めると

きは、物品出納員に対しては当該物品の払出しを、物品供用員に対しては当

該物品の受領を命じなければならない。 



 

 

３ 前項の規定による払出しの命令は物品供用書（別記第５号様式）により、

同項の規定による受領の命令は物品供用書（別記第５号様式）及び物品交付

通知書（別記第６号様式）により、これらを行なうものとする。 

４ 第２項の物品供用員は、同項による受領の命令により当該物品の受領をし

たときは、物品受領書（別記第７号様式）を警察本部長に提出して当該物品

の受領を明らかにしなければならない。 

（供用中の物品の保管） 

第１１条 第７条の規定は、物品供用員が供用中の物品を保管する場合につい

てこれを準用する。この場合において、「物品出納員」とあるのは「物品供

用員」と、「又は返還」とあるのは、「返納又は供用換え」と読み替えるも

のとする。 

（点検） 

第１２条 物品供用員は、毎４半期１回及び必要があると認める場合に、供用

中の物品の使用状況について点検しなければならない。 

２ 物品供用員は、前項の規定により点検をしたときは、物品点検結果報告書

（別記第７号様式の２）を作成し、すみやかに警察本部長に報告しなければ

ならない。 

（使用職員） 

第１３条 物品供用員は、物品を供用する場合には、これを使用する職員（以

下「使用職員」という。）を明らかにするため、備品については物品保管書

（別記第８号様式）に、消耗品については物品供用簿（別表第２）にそれぞ

れ当該物品の供用を受けた使用職員の氏名を記載しなければならない。 

２ 使用職員は、１人の職員がもつぱら使用する物品についてはその職員とし、

２人以上の職員がともに使用する物品についてはこれらの職員の主任者とす

る。 

（使用職員の手入れ） 

第１４条 使用職員は、供用を受けた物品について常に良好な機能を維持する

ために必要な手入れを行なわなければならない。 

（返れい） 

第１５条 使用職員は、物品供用員から供用を受けた物品を使用する必要がな

くなつたときは、すみやかにその旨を当該物品供用員に報告しなければなら

ない。 

２ 物品供用員は、前項の報告等により物品を供用する必要がないと認めると

きは、使用職員に対し、当該物品の返れいを命じなければならない。 

（返納） 

第１６条 物品供用員は、供用中の物品で供用の必要がないもの又は供用する

ことができないものがあると認めるときは、その旨を物品返納書（別記第９

号様式）により警察本部長に報告しなければならない。 

２ 警察本部長は、前項の報告等により必要があると認めるときは、物品供用

員に対しては当該物品の返納を、物品出納員に対しては当該物品の受領を命



 

 

じなければならない。 

３ 前項の規定による返納の命令及び受領の命令は、物品返納書（別記第９号

様式）により、これらを行なうものとする。 

４ 物品出納員は、第２項による受領の命令により当該物品の受領をしたとき

は、返納物品受領書（別記第１０号様式）を当該物品供用員に送付して当該

物品の受領を明らかにしなければならない。 

（供用換え） 

第１７条 物品供用員は、物品の供用換えをする必要があると認めるときは、

物品供用換書（別記第１１号様式）により当該物品の供用換えを警察本部長

に請求しなければならない。 

２ 警察本部長は、前項の請求等により物品の供用換えをする必要があると認

めるときは、当該物品を供用している物品供用員に対しては当該物品の引渡

しを、当該物品の供用換えを受けようとする物品供用員に対しては当該物品

の受領を命じなければならない。 

３ 前項の規定による引渡しの命令は物品供用換通知書（甲）（別記第１２号

様式）により、同項の規定による受領の命令は物品供用換通知書（乙）（別

記第１３号様式）により、これらを行なうものとする。 

４ 第２項の規定により当該物品の供用換えを受けようとする物品供用員は、

同項による受領の命令により当該物品の受領をしたときは、供用換物品受領

書（別記第１４号様式）を警察本部長に提出して当該物品の受領を明らかに

しなければならない。 

第６章 雑則 

（物品管理職員の亡失等の報告） 

第１８条 物品管理職員は、その保管中又は供用中の物品を亡失し、又は損傷

したときは、直ちにその旨を物品亡失（損傷）報告書（別記第１５号様式）

により警察本部長に報告しなければならない。 

（使用職員の亡失等の報告） 

第１９条 使用職員は、その使用に係る物品を亡失し、又は損傷したときは、

直ちにその旨を物品亡失（損傷）報告書（別記第１５号様式）により物品供

用員に報告しなければならない。 

（検査） 

第２０条 警察本部長は、毎年度１回及び物品管理職員が交替する場合にはそ

のつど、その他必要がある場合に、検査員をして物品管理職員の管理する物

品及び帳簿について検査させなければならない。 

２ 検査員は、前項の規定による検査のつど、警察本部長がこれを命ずる。 

３ 第１項の規定による検査には、これを受ける物品管理職員が立ち会うもの

とし、当該物品管理職員が事故により自ら検査に立ち会うことができないと

きは、その代理者又は警察本部長が命じた職員が立ち会わなければならない。 

（検査書の作成） 

第２１条 前条第１項の検査員は、同項の規定による検査を終了したときは、



 

 

検査書（別記第１６号様式）２通を作成し、１通を検査を受けた物品管理職

員に交付し、他の１通を警察本部長に提出しなければならない。 

２ 前項の検査書には、同項の検査員及び前条第３項の規定により立ち会つた

者が記名しなければならない。 

（帳簿） 

第２２条 物品出納員は物品出納簿（別表第１）を、物品供用員は物品供用簿

（別表第２）を備え、それぞれの職務に応じ、その管理する物品についての

異動を記載しなければならない。 

（交替の場合の帳簿の引継ぎ） 

第２３条 物品管理職員の交替があつた場合においては、前任の物品管理職員

は、引継書（別記第１７号様式）を交替の日の前日をもつて作成し、後任の

物品管理職員とともに記名し、当該引継書を物品出納簿又は物品供用簿及び

これらの関係書類に添付して、これらを後任の物品管理職員に引き継がなけ

ればならない。 

２ 前項の場合において、前任の物品管理職員が引継ぎの手続をすることがで

きない理由があるときは、後任の物品管理職員が引継書を作成し、これに記

名しなければならない。 

（その他） 

第２４条 この規則に定めるもののほか、物品の管理について必要な事項は、

警察本部長が定める。 

附 則 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ 山口県警察における国有物品の管理に関する訓令（昭和３３年山口県警察

本部訓令第６号）の規定によりなされた物品に関する手続その他の行為は、

この規則の相当規定によつてなされたものとみなす。 

３ この規則施行の際、現に使用している物品の管理に関する帳簿及び諸証票

は、当分の間、これを取りつくろい、この規則の相当規定による帳簿及び諸

証票として使用することができる。 

附 則 （昭和４７年４月１日公安委員会規則第２号警察官の職務に協

力援助した者の災害給付に関する条例施行規則等の一部を改正

する規則２条による改正附則） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則 （昭和６１年３月１８日公安委員会規則第１号山口県警察本部

組織規則の一部を改正する規則附則２項による改正附則抄） 

（施行期日） 

１ この規則は、昭和６１年４月１日から施行する。 

附 則 （平成７年３月２２日公安委員会規則第２号） 

この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 （平成１３年１月５日公安委員会規則第１号） 

この規則は、平成１３年１月６日から施行する。 



 

 

附 則 （令和元年６月２８日公安委員会規則第２号） 

この規則は、令和元年７月１日から施行する。 

  附 則 （令和３年３月２３日公安委員会規則第３号） 

この規則は、令和３年３月２３日から施行する。 

  附 則 （令和８年３月３１日公安委員会規則５号） 

この規則は、令和８年３月３１日から施行する。 



別表第 1(その 1)物品出納簿 (備品)の様式及び記入方法

1 様式

分類 I 分類 Ⅱ 品日 (単位 )

備考 物品の分類及び品目別に別葉とする。

2 記入方法
(1)年 月日欄は、当該異動があつた年月日を記入する。
(2)摘要欄は、整理区分、供用課署等名、命令番号その他必要な事項を記入する。
(3)供用内訳欄は、供用課署等名を記入する。
(4)毎葉の余白がなくなつた場合には、当該葉及び次葉の摘要欄に「繰越し」と記入し
て繰越しをするものとする。

異動数量 現 在 高 供 用 内 訳

年月 ll 付

託

貸

寄

摘要
増 減 供用 保管 =上

百 1

備 考



別表第 1(その 2)物品出納簿 (消耗品)の様式及び記入方法

1 様式

分類 I 分類 Ⅱ 品目 (単位 )

2 記入方法

別表第 1(その 1)の 2に準じて記入する。

摘
置F

`で

|:Yl

'11

や
″^
■
， 現  在  高年 月 Fl



別表第2(その1)物品供用簿 (備品)の様式及び記入方法

1 様式
分類 I 品目 (単位)

Π
ｎ

異 動 数 量 現   在   高
年 月 日 摘 可〔

´く

ｍ
日 減 供 用 保 管 ■

―

備考 物品の分類及び品目別に別葉とする。

2 記入方法

別表第 1(その 1)の 2に準じて記入する。

~~~~~~~~可 ~~~~~~~~¬
|     |

___上__



別表第 2(そ の2)物 品供用簿 (消耗品)の様式及び記入方法

1 様式

分類 I 分類 Ⅱ 品目 (単位 )

年 月 日 摘
llif
′:く
‐ 増 減 現 在 高

使用職員
氏  名

備考 物品の分類及び細分類並びに品目別に別葉とする。

2 記入方法

別表第 1(その 1)の 2に準じて記入する。



別記

第 1号様式 (第 8条関係 )

備考  1 決裁欄は、適宜変更しても差し支えない。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4と する。

第

年 月

=

日

本  部  長 物品出納員 係 員

物品供用員 係  員 課・署等名

物 品 保 管 委 託 書

次のとおり保管委託してよろしいか。

類 I 分 類 Ⅱ 細   分   類

ロ
ロロ 目 規   格 数   量 保 管 委 託 先

1 所在地

保管委託期間
自
至

年

年

月

月

日

日
保管委託理由

保管委託条件

物 品 出 納 簿 登 記 済 物 品 供 用 簿 登 記 済

年  月  日
記載者名

年  月  日
記載者名

分

2名 称



第 2号様式 (第 9条関係 )

備考  1 決裁欄は、適宜変更しても差し支えない。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。

第

年 月

7ラ

日

本  部  長 物品出納員

供 用 不 適 品 報 告 書

次のとおり供用不適品を報告する。

分    類 I 分    類 Ⅱ 細    分   類

ロ
ロロ 日 規   格 数  量 価 格 摘

■,
_多く

返還理由

物品の現況



第 3号様式 (第 9条関係 )

次のとおり物品を返還 します。

第

■

一
Ｋ

口
ら

′C′
イ:

物 品 返 還 書

7ラ

日年   月

山口県警察本部長  氏

物品管理官
山口県警察本部長
氏     名

分類 Ⅱ 細分類
rl
ロロ 日 数 量 備

」ι
イラ

物 品 管 理 簿 登 記 済 物 品 出 納 簿 登 記 済 物 品 供 用 簿 登 記 済

記載者名 記載者名 記載者名

年  月  日 年  月  日 年  月  日

備考 この用紙の大きさは、日 格A列 4と る 。



第 3号様式の 2(第 9条

返 還 物 品 受 領 書

年  月  日付け第  号により返還された下記物品を受領しました。

殿

氏
′|′

●

第     号

年  月  日

山口県警察本部長
氏     名

物品管理官
山口県警察本部長

細分類 数 量 備考分類Ⅱ
| :
| |

日

ロロ

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。



第 4号様式 (第 9条関係 )

備考  1 決裁欄は、適宜変更しても差し支えない。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4と する。

第

年 月

「

4
7テ

日

本  部  長 物品出納員
会 計 課 長

係 員

物品供用員 係    員 課・署等名

物 品 修 繕 (改造)書

次のとおり修繕 (改造)してよろしいか。

分 類 I 分 類 Ⅱ 細    分   類

ロ
ロロ 日 規   格 数   量 所 要 時 期 摘 司

=多く

修繕 (改造)理由 修繕 (改造)条件

修繕 (改造)内容

物 品 管 理 簿 登 記 済 物 品 出 納 簿 登 記 済 物 品 供 用 簿 登 記 済

年  月  日
記載者名

年  月  日
記載ど名

年  月  日
記載者名



第 5号様式 (第 10条関係 )

備考 1 決裁欄は、適宜変更しても差し支えない。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。

第

年 月

「
コ_77

日

本 部
「
"く

物 品 出納 員

会 計 課 長
係 貝

物品供用員 係   員 課・署等名

物 品 供 用 書

次のとおり供用を (請求)する。

分 類 I 分   類   Ⅱ 細   分   類

ロ
ロロ || 規  格 単  位 数   量 摘

供用日的

物 品 出 納 簿 登 記 済 物 品 供 用 簿 登 記 済

年   月 日

記載音名

年   月 日

記載者名

¬
=多く



第 6号様式 (第 10条関係 )

物 品 交 付 通 知 書

第     号

年  月  日

課   署

物品供用員 氏      名 殿

山口県警察本部長 氏

下記物品を交付するから、受領されたい。

ん′
イl

分類Ⅱ 細分類
ロ
ロロ 日 規 格 数 量 価 格 供 用 目 的

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。



第 7号様式 (第 10条関係 )

物 品 受 領 書

山口県警察本部長 氏

第     号

年  月  日

名 殿

課   署

物品供用員  氏      名

号により交付された下記物品を受領しました。年  月  日付け第

分類Ⅱ 細分類 規 格 数 量 価 格 供 用 目 的

備考  この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4と する。

品    目



第 7号様式の2(第 12条関係)

物 品 点 検 結 果 報 告 書

第

年 月

号

日

山口県警察本部長 氏   名 殿
課   署
物品供用員

氏 名

山口県警察における国有物品の管理に関する規則第 12条第 2項の規定によ
り、供用中の物品の使用状況について点検を行なつた結果を、下記のとおり報告し

ます。

点 検 実 施 日

(前 回 の 点 検 日)

点 検 結 果

備 考

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格 A列 4とする。



第 8号様式 (第 13条関係 )

物 品 保 管 書

品   目 分 類 Ⅱ

規  格 番   号

使 用 職 員 氏 名 受 領 年 月 日 摘 要

備考 1 この様式は、毛布、出動服、鉄帽等の物品で物品供用員が保管し、必要に
応じ一時使用等をさせるものについては、作成しないことができる。

2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。



第 9号様式 (第 16条関係 )

備考  1 決裁欄は、適宜変更しても差し支えはない。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。

第

年 月

■

日

本 部 長 物 品出納員
会 計 課 長

係 員

物品供用員 係   員 課・署等名

物 品 返 納 書

次のとおり返納をさせてよろしいか。

分 類 I 分 打i Ⅱ 細 分 類

Π
ロロ 日 規 格 数

L・1_

中 . 摘 可Fjて

返納理由

物品の現況

物 品 出 納 簿 登 記 済 物 品 供 用 簿 登 記 済

年   月   日
記載者名

年   月   日
記載者名



第 10号 式 (第 16条関係 )

物品出納員 氏      名

号により返納された下記物品を受領しました。

第

返 納 物 品 受 領 書

号

　

日年  月

名 殿

年  月  日付け第

課   署

物品供用員 氏

ヽ
プ
′
′ 打i

一■分 類 細    分    類

ロ
ロロ 目 規 格 数

E=
ヨ三 摘

,(l,
多く

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。



第 11号様式 (第 17条関係)

備考 1決裁欄は、適宜変更しても差し支えない。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。

第

年 月

7ラ

日

本 部 長 物品出納員
会 計 課 長

係 員

物品供用員 係   員
請求課・署

等    名

物 品 供 用 換 書

次のとおり供用換えを請求する。

分 類 I 分 灯! Ⅱ 細 分 類

ロ
ロロ 日 規 格 数量 引渡課・署等名 受領課・署等名 摘    要

供用換えの理由

供用の目的



第 12号様式 (第 17条関係 )

物 品 供 用 換 通 知 書 (甲 )

第

年 月

7す

日

課    署

物品供用員 氏 え′
,コ 殿

山口県警察本部長 氏 ん′
イ!

下記物品を へ直接引き渡されたい。

分 類 I 分 類 Ⅱ 細 分 類

ロ
ロロ 日 規 格 数 |:[ 摘

,,テ
_`く

供用換えの理山

供用日的

物 品 出 納 簿 登 記 済 物 品 供 用 簿 登 記 済

年   月   日
記載者名

年   月 「1
記載者名

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4と する。

|

|

|

|

|

|



第 13号様式 (第 17条関係 )

物 品 供 用 換 通 知 書 (乙 )

課   署

物品供用員 氏

第

年  月

EL
Tテ

日

名 殿

山口県警察本部長 氏

から直接受領されたい。

κ′
イコ

下記物品を

分 打i I 分 類 Ⅱ 細   分   類

ロ
ロロ 目 規 格 数 11[ 摘 ¬●

`く

‐

供用換えの理由

供用目的

物 品 出 納 簿 登 記 済 物 品 供 用 簿 登 記 済

年   月   日
記載者名

年   月 ||

記載者名

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。



第 14号様式 (第 17条関係 )

供 用 換 物 品 受 領 書

第 号

　

日年  月
山口県警察本部長 氏 名 殿

課   署

物品供用員   氏 メ0′

「

年   月   日付け第 号により供用換えされた下記

物品を受領しました。

分 類 分 ,11
Π
■ 細   分   類

口
叩 規 格 数

ニユ
ヨ彗 摘

ロゴ

`て

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。



第 15号様式 (第 18条、第 19条関係 )

備考  1 決裁欄は、適宜変更しても差 し支えない。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。

第

年 月

7ラ

日

本  部  長 物品出納員 係 1(

物品供用員 使用職員 課・署等名

物 品 亡 失 (損傷)報 告 書

次のとおり物品を亡失 (損傷)したから報告する。

分    類 I 分 ||li Ⅱ 細   分   類

ロ
ロロ 日 数  量 亡失 (損傷)年月日 亡失 (損傷)理由

亡失
処
(損 傷 )
理
発見後 の
状   況

亡失 (損傷)当時におけ
る 物 品 保 管 状 況

そ の 他 参 考 事 項



第 16号様式 第 21条関係 )

備考 1 交替の場合には、前任者の氏名及びその管理期間を明示すること。
2 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。

第

　

年 月

号

　

日

氏 名 殿

検査員 氏 名

　

名立会人 氏

検 査
モ豊

山口県警察における国有物品の管理に関する規則第20条第 1項の規定によ

り次の者について検査をしたところ、            物品管理を

しているものと認める。

■ロ
ロ́ヽ

騒 1
イヨ

物品管理職員 氏 ノ|′

イI

管理期間

自

　

至

年

　

年

月

　

月

Π

　̈
　
一日



第 17号様式 23条関係 )

′〕| 継 lt

物品出納 (供用)簿 冊

冊

冊

冊

物品出納 (供用)関係書類

ノ0′
1[1 称

上記帳簿類のとおり (課・署等名)における物品管理職員の物品の管理に

関する事務を引き継ぎました。

年 月 日

前任物品管理職員 氏 名

後任物品管理職員 氏 え′
角

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格A列 4とする。

(


